
男女共同参画アンケート　集計結果

回答数 割合

住まい

中村 10 26%

井ノ口 10 26%

境 2 5%

その他 17 44%

性別

男 22 56%

女 16 41%

その他 1 3%

年代

小・中・高校生 0 0%

18～29歳 3 8%

30～39歳 7 18%

40～49歳 10 26%

50～59歳 9 23%

60～69歳 6 15%

70歳以上 4 10%

「男は仕事、女は家庭」という考え方について 2022 2022 2017 比較

そう思う 2 5% 5% 0%

どちらともいえない 5 13% 32% -19%

そう思わない 32 82% 62% 20%

わからない 0 0% 1% -1%

男女の地位は平等になっていると思いますか

家庭生活 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 5 13% 4% 9%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 13 33% 51% -18%

平等 15 38% 38% 0%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 2 5% 6% -1%

女性の方が非常に優遇されている 1 3% 4% -1%

わからない 2 5% 1% 4%

未回答 1 3% 3%

職場 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 4 10% 8% 2%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 14 36% 40% -4%

平等 9 23% 34% -11%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 8 21% 2% 19%

女性の方が非常に優遇されている 1 3% 1% 2%

わからない 2 5% 15% -10%

未回答 1 3% 3%

学校教育 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 3 8% 1% 7%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 3 8% 8% 0%

平等 24 62% 71% -9%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 1 3% 4% -1%

女性の方が非常に優遇されている 0 0% 1% -1%

わからない 7 18% 15% 3%

未回答 1 3% 3%
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政治 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 15 38% 28% 10%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 16 41% 50% -9%

平等 5 13% 10% 3%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 0 0% 0% 0%

女性の方が非常に優遇されている 0 0% 0% 0%

わからない 2 5% 12% -7%

未回答 1 3% 3%

法律や制度 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 4 10% 5% 5%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 12 31% 32% -1%

平等 13 33% 43% -10%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 3 8% 6% 2%

女性の方が非常に優遇されている 2 5% 0% 5%

わからない 4 10% 14% -4%

未回答 1 3% 3%

社会通念・慣習・しきたりなど 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 11 28% 16% 12%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 19 49% 67% -18%

平等 3 8% 10% -2%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 4 10% 1% 9%

女性の方が非常に優遇されている 0 0% 1% -1%

わからない 2 5% 5% 0%

未回答 0 0% 0%

自治会活動 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 10 26% 11% 15%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 12 31% 33% -2%

平等 7 18% 41% -23%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 5 13% 6% 7%

女性の方が非常に優遇されている 3 8% 0% 8%

わからない 2 5% 9% -4%

未回答 0 0% 0%

PTA・ボランティア活動 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 0 0% 3% -3%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 11 28% 14% 14%

平等 15 38% 52% -14%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 4 10% 10% 0%

女性の方が非常に優遇されている 2 5% 2% 3%

わからない 7 18% 19% -1%

未回答 0 0% 0%

社会全体 2022 2022 2017 比較

男性の方が非常に優遇されている 7 18% 7% 11%

どちらかといえば男性の方が優遇されている 19 49% 70% -21%

平等 8 21% 18% 3%

どちらかといえば女性の方が優遇されている 1 3% 1% 2%

女性の方が非常に優遇されている 1 3% 1% 2%

わからない 2 5% 3% 2%

未回答 1 3% 3%

子育てに関する考え方についてどう思いますか

子どもが3歳になるまでは母親が育児に専念すべき 2022 2022 2017 比較

そう思う 1 3% 25% -22%

どちらかといえばそう思う 8 21% 50% -29%

どちらかといえばそう思わない 8 21% 6% 15%

そう思わない 15 38% 15% 23%

わからない 6 15% 4% 11%

未回答 1 3% 3%
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母親と父親は分担・協力し合って、ともに育児に取り組むべき 2022 2022 2017 比較

そう思う 35 90% 64% 26%

どちらかといえばそう思う 2 5% 28% -23%

どちらかといえばそう思わない 0 0% 7% -7%

そう思わない 1 3% 0% 3%

わからない 0 0% 1% -1%

未回答 1 3% 3%

男の子も女の子もそれぞれ個性にあった育て方をした方がよい 2022 2022 2017 比較

そう思う 28 72% 25% 47%

どちらかといえばそう思う 7 18% 50% -32%

どちらかといえばそう思わない 1 3% 6% -3%

そう思わない 1 3% 15% -12%

わからない 1 3% 4% -1%

未回答 1 3% 3%

掃除・洗濯・炊事などの家事は、男女問わず身に付けさせるべき 2022 2022 2017 比較

そう思う 29 74% 60% 14%

どちらかといえばそう思う 7 18% 31% -13%

どちらかといえばそう思わない 0 0% 6% -6%

そう思わない 0 0% 2% -2%

わからない 2 5% 1% 4%

未回答 1 3% 3%

ご意見

女性優位が非常に目立ちます。


特に顕著なのは、離婚に伴う子の親権争いであり、裁判所での係争では全く勝負にならない程圧倒的に女性有利です。


女性の地位向上は賛成しますが、行き過ぎたジェンダー論は関心しません。


今や男性有利な場面を探す方が難しいというのが実態に感じます。

其々の質問に意見が入れられた方が良いと思います。「子どもが3歳になるまでは母親が育児に専念すべき」という質問への回答

は、男女格差という視点ではなく、生物学的に母親と子どもの愛着形成の視点での回答です。　P「優遇されているか」という意

味合いには当てはまりにくい設問もあるかと感じます。


選挙や議員が絡むことの際、議員本人・後援者などの来訪者のほとんどが「ご主人は？」という。応対した女性に失礼と思わない

のか。離死別の場合は口も聞きたくないだろう。男性の町民でないと議員様は話したくないのか。女性は男性の付属品ではなく立

派な有権者であることをわかっていないのではないか。


そのような人間が町政を動かしているから男性優遇の風土が変わらないのではないか。


男性によるハラスメントはまだあたりまえに存在する。町政の中枢の男性の意識改革を表明するだけでなく女性男性変わらぬ厳し

い目線と対応も必要ではないか。

男女ではなく、個を尊重したら良いだけの事だと思っています。適材適所。

男女や年齢の壁は段々なくなってきていると感じます。適材適所はあると思いますが、みんなが個性を発揮して活躍できる社会に

なればいいと思います。

男女平等といいながら、女性が弱い立場であるという前提のアンケートであり、アンケートから男女平等ではないと感じる。


確かに、以前は差別があったと思うが、現在は家事や仕事も男性が手伝うことが当たり前と言いながら職場では女性だからと優遇

されていることが多い。一部のことで一概には言えないが、男女平等を盾にやりたい放題感をかなり感じる場面があり、女性側の

モラル向上も併せて検討されるべきだと思います。

仕事に関しては性別に関係なく能力での評価をすべきと感じます。


男だから女だからという理由で相応しくないと言うようなことは論外ですが、一方で単に『女性を積極的に登用すべき』という風

潮に社会全体が流されているようにも感じます。


能力が無いのに登用された場合、性別に関係なく周囲が困ります。


その役職に相応しい能力と責任を負える人間性がある人間がその席に座るべきで、『女性の登用率を上げよう』『男性じゃない

と』というような不純な理由で採用や登用がなされない世の中を望みます。


まずは、『男性なのに・女性なのに◯◯ができてすごいね、えらいね』『男らしい、女らしい』というような言葉を悪気なく発っ

してしまう価値観が世の中全体から減っていくことが第一歩と思います。
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Web 25

紙 14

計 39

我々の世代くらいは、昔と違いかえって女性優位的に感じる。面倒な役回りは男がやれば良いという風潮もあると感じる。男尊女

卑はもう感じない。奥さんに了解をもらわないと決定できない家庭の方が多いのではないでしょうか。

男女問わず、声が大きい方が正義になってしまいがちの雰囲気があると思います。


そういった点をどのように良い方向に持っていくのかを考えたら良いのではないでしょうか？


また、男女で比較した質問が多くありましたが、余り声を上げることのない大多数を拾い忘れないようにできる社会ができれば良

いなとも思います。

男性は仕方なく行動を起こすが、どちらかというと女性は尻ごみが多い。

若い時は男性が優位で女性は損だと思っていたが、年をとって周りを見ると男性の方が価値観が狭くかわいそうな気がする。

女性が参加できるように機会を作っても参加してくれない。特に年配の方はとても消極的です。

男女共同参画社会理屈ではわかるが常に同じ気持ちでは難しいかな。

会社は外資系だったのですべてにおいて男女平等でした。退職してから男女格差が大きくてびっくりしましたが近年改善されてき

ているように思います。
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